
こうべ環境博覧会『かんぱく』の開催
●ひょうご SDGs WEEK期間中に、環境に配慮した様々な取り組みを行っている事業者・団体によるワークショップ
や展示などを集めたイベント“こうべ環境博覧会『かんぱく』 “を開催します。

●本県では、プラスチック資源循環を促進するため、観光やスポーツ等の異分野業種
や市町、リサイクラーと連携し、「ひょうごプラスチック資源循環コンソーシア
ム」を実施しています。

➣『 かんぱく』の開催概要

日 時

場 所

10月29日（日）10時00分～16時00分

入場料

兵庫県立兵庫津ミュージアム ひょうごはじまり館（神戸市兵庫区中之島2丁目2-1)

※会場には駐車場はございません。公共交通機関での来場または近隣有料駐車場の利用をお願いします。

無料
※ひょうごはじまり館1階展示室、初代県庁館への入場は別途料金が必要です。
※一部のワークショップや物販などは有料となります。

イベント
内容

担当：環境部環境整備課 資源循環班
副課長兼資源循環班長 吉田 光方子 078-362-3279（内線3349）

主 催

企画・運営

兵庫県、神戸市環境局

一般社団法人オンド

検 索こうべ環境博覧会かんぱく

①展示エリア ②ワークショップエリア ③セミナーエリア
・「プラノザウルス」の展示 ・ごみ拾いアプリ「ピリカ」を ・プラ容器包装と花王の取組みなど

・繰り返し利用できる容器活用システム 活用した清掃イベント
「Ｌｏｏｐ」の紹介など ・アップサイクルアクセサリー作りなど イベント

詳細

https://gogreenkobe.jp/event/kanpaku2023/

●コンソーシアムに参画していただいているテラサイクルジャパン合同会社（Loop)
や株式会社ピリカ(ごみ拾いアプリ「ピリカ」）も当日出展していただきます。

プラノザウルス
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コンソーシアムの つのテーマ

➣ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアム

観光やスポーツ等、異分野の業種や市町、リサイクラー等と連携し、プラスチック資源循環促進方策の
具現化に取り組んでいます

プラスチックの使用削減などの促進 行動変容の促進

市町が回収する製品プラスチック
の効率的な資源循環

● 城崎温泉旅館でのプラスチック使用削
減・生分解性プラスチックの利用促進

● 食品トレー・透明パック容器の店頭回収
促進

● カネカやダイセルなどの生分解性プラス
チックの利用促進

・城崎温泉旅館協同組合が主体となり、宿泊客
にアメニティグッズ持参を呼びかけ、城崎の
街全体でプラスチック製品の使用削減に向け
た取組を展開し、サステナブルツーリズムの
推進を図る

・宿泊客へアメニティグッズを提供する場合に
は、素材を生分解性プラスチックへ転換

・海洋プラスチックごみ対策として
生分解性プラスチックへの置き換
えを促進

・小野市、加西市、加東市と県が共同で、各市ご
み中のプラスチック資源潜在量を把握、リサイ
クルケース別のコスト・CO2削減効果を検証

【環境省「プラスチック資源循環に関する先進的
モデル形成支援事業」（R4年度）に採択】

・スーパー及び包装材メーカー（エフピコ）と連
携し、店頭回収、リサイクルの拡大に向けた普
及啓発、改善策の検討、実証実験を実施（小野
市内想定）

● 分別収集リサイクルスキームの構築

● ＪＴとの連携
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● アシックスとの連携

・プロギングイベントを実施、スポーツウェアを
回収し新たなウェアへリサイクルする取組を目
指す

● ごみ拾いアプリ（ピリカ）の活用

・ごみ問題を自分事として捉えるきっかけとして、
ごみ拾いイベントや身の回りのごみを拾った際
などに「兵庫県版ピリカ」活用を呼びかけ

・豊かな海づくり大会の関連プレイベントとして
10月に明石市内沿岸でピリカを活用した清掃
活動を開催、「兵庫県版ピリカ」をお披露目

● 海洋プラスチックごみ問題を啓発する
イベントの実施

・（公財）ひょうご環境創造協会が、レジ袋の売
上げにかかる寄付を活用し、須磨水族園で企画
展を開催

・兵庫県内の中高生を対象に、海ごみに関する環
境学習や海岸清掃活動を実施

水平リサイクル等の促進

● イオン・テラサイクルジャパンでの
Loopの取組を展開

・「Loop」を通じて、プラスチックごみを出さ
ない新しいライフスタイルの普及を促進

・今後、店舗数や商品数の拡大を目指す

《Reduce》

《Reduce･Reuse》

《海洋プラスチック対策》


